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原爆供養塔内の氏名判明分８１３体の骨つぼの遺骨を再点検し、

ＤＮＡ鑑定ができそうな遺骨を選別し実際にＤＮＡ鑑定できそうな

遺骨があればＤＮＡ鑑定して遺族探しにつなげていただくよう陳情

する。 

 

理由 

現在原爆供養塔にある氏名判明分の８１３体の骨つぼの遺骨は焼

骨されているためＤＮＡ鑑定はできないというのが広島市役所原爆

被害対策部調査課（以下「調査課」という。）の考えであるが、ど

の遺骨も焼骨が十分かは確認されていない。焼骨がどのように火葬

されたかは調査課も分からないそうである。被爆者の方々の証言の

中には野焼きだけで納骨したように思われるケースもある。私が考

えるに野焼きの後に納骨した遺骨であれば火葬場での焼骨よりも低

温であるためＤＮＡが残っている可能性がある。だから８１３体の

骨つぼの中の骨の色を調査してＤＮＡ鑑定できそうな遺骨があれば

１体だけでもよいのでＤＮＡ鑑定していただきたい。なぜならばＤ

ＮＡ鑑定ができる遺骨があれば遺族探しに直結するし、氏名の誤字

があっても遺族が判明するからである。具体的には色は白色ではな

く黄色や茶色の骨があるか調査してもらい、その色からＤＮＡ鑑定

できそうな場合は大たい骨や歯を使う。十分熱が通っていない骨は

白くならず黄色や茶色になるそうである。また大たい骨や歯は熱の

影響を受けにくいのである。専門家に骨の色を見て選んでいただい

た方がよいのである。１体でもＤＮＡが検出されれば焼骨を理由に

一律にＤＮＡ鑑定を断られた遺族の希望になる。もし調査の上全て

の遺骨の色が白くＤＮＡがなさそうな色であるならＤＮＡ鑑定はし

なくて構わない。 

なお原爆供養塔内の全ての遺骨の調査やＤＮＡ鑑定を求めている

わけではなく、８１３体に限定して行うものだから途方もない要望

ではなく実現可能性が高く現実的な要望であると私は考える。 

 ひとまず骨つぼの遺骨の色の調査から始めていただきＤＮＡ鑑定

可能な遺骨があればＤＮＡ鑑定も実施していただきたい。 

 


